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(57)【要約】
【課題】煩雑な操作なく、複数の画像パラメーターに応
じた良好な超音波画像データを容易に得ることである。
【解決手段】超音波診断装置１は、超音波を送受信する
超音波探触子１ｂに駆動信号を出力する送信部１０２と
、超音波探触子１ｂから受信信号を取得する受信部１０
３と、受信信号から超音波画像データを生成する画像生
成部１０４と、生成された超音波画像データを画像処理
する画像処理部１０５と、表示する超音波画像の深度の
入力を受け付ける操作入力部１０１と、入力された深度
に対応する予め設定された複数の画像パラメーターを取
得し、取得された複数の画像パラメーターに応じて、送
信部１０２、受信部１０３、画像生成部１０４及び画像
処理部１０５の制御を行い、入力された深度に対応する
超音波画像データを生成させる制御部１０８と、を備え
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を送受信する超音波探触子に駆動信号を出力する送信部と、
　前記超音波探触子から受信信号を取得する受信部と、
　前記受信信号から超音波画像データを生成する画像生成部と、
　前記生成された超音波画像データを画像処理する画像処理部と、
　表示する超音波画像の深度の入力を受け付ける操作部と、
　前記入力された深度に対応する予め設定された複数の画像パラメーターを取得する取得
部と、
　前記取得された複数の画像パラメーターに応じて、前記送信部、前記受信部、前記画像
生成部及び画像処理部を制御して、前記入力された深度に対応する超音波画像データを生
成させる制御部と、を備える超音波診断装置。
【請求項２】
　前記複数の画像パラメーターは、Ｂモード、Ｍモード、カラードプラーモード、パワー
ドプラーモード、ＣＷモード及びエラストグラフィモードの少なくとも１つの画像モード
に対応する画像パラメーターである請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記取得部は、記憶部に記憶された予め設定された複数の深度に対応する複数の画像パ
ラメーターを有する画像パラメーターセットから前記入力された深度に対応する複数の画
像パラメーターを取得する請求項１又は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記記憶部は、複数種類の画像パラメーターセットを記憶し、
　前記操作部は、生成する超音波画像データの深度の入力と前記複数種類の画像パラメー
ターセットからの１つの画像パラメーターセットの選択入力とを受け付け、
　前記取得部は、前記選択入力された画像パラメーターセットから前記入力された深度に
対応する複数の画像パラメーターを取得する請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記操作部は、複数の画像パラメーターセットが割り当てられたキー又はタッチパネル
のボタンを介して、１つの画像パラメーターセットの選択を受け付ける請求項３に記載の
超音波診断装置。
【請求項６】
　前記取得部は、前記操作部により画像パラメーターセットを変更する選択入力がされた
場合に、前記選択入力前の深度を維持し、当該選択入力前の深度に対応する前記選択入力
された画像パラメーターセットの複数の画像パラメーターを取得する請求項３に記載の超
音波診断装置。
【請求項７】
　前記操作部は、画像パラメーターセットの深度ごとの複数の画像パラメーターの設定値
の入力を受け付け、
　前記入力された深度ごとの複数の画像パラメーターの設定値に応じた画像パラメーター
セットを前記記憶部に記憶する記憶制御部を備える請求項３から６のいずれか一項に記載
の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記入力された深度ごとの複数の画像パラメーターに応じて、前記送信部、前記受信部
、前記画像生成部及び前記画像処理部を制御して、前記入力された深度に対応する超音波
画像データを生成して表示部に表示させる表示制御部を備える請求項７に記載の超音波診
断装置。
【請求項９】
　前記複数の画像パラメーターの１つは、台形走査であり、深度が浅い場合に、台形走査
を無効にし、又は角度を小さくし、深度が深い場合に、台形走査を有効にし、又は角度を
大きくするよう設定値が設定されている請求項１から８のいずれか一項に記載の超音波診
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断装置。
【請求項１０】
　前記複数の画像パラメーターの１つは、音線密度であり、深度が浅い場合に、音線密度
を高くし、深度が深い場合に、音線密度を低くするよう設定値が設定されている請求項１
から９のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記複数の画像パラメーターの１つは、時間平均であり、深度が浅い場合に、時間平均
を強くし、深度が深い場合に、時間平均を弱くするよう設定値が設定されている請求項１
から１０のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１２】
　前記複数の画像パラメーターの１つは、ダイナミックレンジであり、深度が浅い場合に
、ダイナミックレンジを高くし、深度が深い場合に、ダイナミックレンジを低くするよう
設定値が設定されている請求項１から１１のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１３】
　前記複数の画像パラメーターの１つは、画面レイアウト設定であり、深度が浅い場合に
、画面レイアウト設定を上下にし、深度が深い場合に、画面レイアウトを左右とするよう
設定値が設定されている請求項１から１２のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１４】
　前記複数の画像パラメーターの１つは、オフセットＴＧＣであり、
　前記制御部は、前記画像処理部により、前記入力された深度のオフセットＴＧＣのゲイ
ンと通常のＴＧＣのゲインとの加算値を前記入力された深度に対応する超音波画像データ
に与える請求項１から１３のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１５】
　前記複数の画像パラメーターの１つは、オフセットゲインであり、
　前記制御部は、前記画像処理部により、前記入力された深度のオフセットゲインと通常
操作によるゲインとの加算値を前記入力された深度に対応する超音波画像データに与える
請求項１から１４のいずれか一項に記載の超音波診断装置。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断は、超音波探触子を体表から当てるという簡単な操作で心臓の拍動や胎児の
動きの様子が超音波画像として得られ、かつ安全性が高いため繰り返して検査を行うこと
ができる。超音波診断を行うために用いられ、超音波画像を生成して表示する超音波診断
装置が知られている。
【０００３】
　超音波診断装置には、超音波画像データを生成するための設定情報として多くの画像パ
ラメーターがある。深度や部位、被検体に応じて、画像パラメーターを設定することで良
好な超音波画像データを得ることができる。
【０００４】
　例えば、視野深度に応じて、送信する超音波の駆動周波数を変更し、分解能が優れた診
断画像又は見やすい診断画像を得る超音波診断装置が知られている（特許文献１参照）。
【０００５】
　また、多数の異なる視方向を組み合わせることにより空間的に合成される像を形成し、
当該異なる視方向の数が、動作パラメーターとしての像深度の変化に応じて可変である超
音波診断イメージングシステムが知られている（特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００６】
【特許文献１】特許第３９４７６４７号公報
【特許文献２】特許第４６９４６９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、上記従来の超音波診断装置や超音波診断イメージングシステムでは、深度を変
更した場合に、変更可能なパラメーターが限定的であり、深度変更前後において、一部の
画像パラメーターが変化したことや、変化しない画像パラメーターとの不整合により、輝
度バランスやコントラスト、追従性が意図せず変化、場合によっては劣化してしまうとい
う問題があった。これらを是正するためには、操作者が画像パラメーターを変更する必要
があり、煩雑である。
【０００８】
　本発明の課題は、煩雑な操作なく、複数の画像パラメーターに応じた良好な超音波画像
データを容易に得ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明の超音波診断装置は、
　超音波を送受信する超音波探触子に駆動信号を出力する送信部と、
　前記超音波探触子から受信信号を取得する受信部と、
　前記受信信号から超音波画像データを生成する画像生成部と、
　前記生成された超音波画像データを画像処理する画像処理部と、
　表示する超音波画像の深度の入力を受け付ける操作部と、
　前記入力された深度に対応する予め設定された複数の画像パラメーターを取得する取得
部と、
　前記取得された複数の画像パラメーターに応じて、前記送信部、前記受信部、前記画像
生成部及び画像処理部を制御して、前記入力された深度に対応する超音波画像データを生
成させる制御部と、を備える。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の超音波診断装置において、
　前記複数の画像パラメーターは、Ｂモード、Ｍモード、カラードプラーモード、パワー
ドプラーモード、ＣＷモード及びエラストグラフィモードの少なくとも１つの画像モード
に対応する画像パラメーターである。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の超音波診断装置において、
　前記取得部は、記憶部に記憶された予め設定された複数の深度に対応する複数の画像パ
ラメーターを有する画像パラメーターセットから前記入力された深度に対応する複数の画
像パラメーターを取得する。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の超音波診断装置において、
　前記記憶部は、複数種類の画像パラメーターセットを記憶し、
　前記操作部は、生成する超音波画像データの深度の入力と前記複数種類の画像パラメー
ターセットからの１つの画像パラメーターセットの選択入力とを受け付け、
　前記取得部は、前記選択入力された画像パラメーターセットから前記入力された深度に
対応する複数の画像パラメーターを取得する。
【００１３】
　請求項５に記載の発明は、請求項３に記載の超音波診断装置において、
　前記操作部は、複数の画像パラメーターセットが割り当てられたキー又はタッチパネル
のボタンを介して、１つの画像パラメーターセットの選択を受け付ける。
【００１４】
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　請求項６に記載の発明は、請求項３に記載の超音波診断装置において、
　前記取得部は、前記操作部により画像パラメーターセットを変更する選択入力がされた
場合に、前記選択入力前の深度を維持し、当該選択入力前の深度に対応する前記選択入力
された画像パラメーターセットの複数の画像パラメーターを取得する。
【００１５】
　請求項７に記載の発明は、請求項３から６のいずれか一項に記載の超音波診断装置にお
いて、
　前記操作部は、画像パラメーターセットの深度ごとの複数の画像パラメーターの設定値
の入力を受け付け、
　前記入力された深度ごとの複数の画像パラメーターの設定値に応じた画像パラメーター
セットを前記記憶部に記憶する記憶制御部を備える。
【００１６】
　請求項８に記載の発明は、請求項７に記載の超音波診断装置において、
　前記入力された深度ごとの複数の画像パラメーターに応じて、前記送信部、前記受信部
、前記画像生成部及び前記画像処理部を制御して、前記入力された深度に対応する超音波
画像データを生成して表示部に表示させる表示制御部を備える。
【００１７】
　請求項９に記載の発明は、請求項１から８のいずれか一項に記載の超音波診断装置にお
いて、
　前記複数の画像パラメーターの１つは、台形走査であり、深度が浅い場合に、台形走査
を無効にし、又は角度を小さくし、深度が深い場合に、台形走査を有効にし、又は角度を
大きくするよう設定値が設定されている。
【００１８】
　請求項１０に記載の発明は、請求項１から９のいずれか一項に記載の超音波診断装置に
おいて、
　前記複数の画像パラメーターの１つは、音線密度であり、深度が浅い場合に、音線密度
を高くし、深度が深い場合に、音線密度を低くするよう設定値が設定されている。
【００１９】
　請求項１１に記載の発明は、請求項１から１０のいずれか一項に記載の超音波診断装置
において、
　前記複数の画像パラメーターの１つは、時間平均であり、深度が浅い場合に、時間平均
を強くし、深度が深い場合に、時間平均を弱くするよう設定値が設定されている。
【００２０】
　請求項１２に記載の発明は、請求項１から１１のいずれか一項に記載の超音波診断装置
において、
　前記複数の画像パラメーターの１つは、ダイナミックレンジであり、深度が浅い場合に
、ダイナミックレンジを高くし、深度が深い場合に、ダイナミックレンジを低くするよう
設定値が設定されている。
【００２１】
　請求項１３に記載の発明は、請求項１から１２のいずれか一項に記載の超音波診断装置
において、
　前記複数の画像パラメーターの１つは、画面レイアウト設定であり、深度が浅い場合に
、画面レイアウト設定を上下にし、深度が深い場合に、画面レイアウトを左右とするよう
設定値が設定されている。
【００２２】
　請求項１４に記載の発明は、請求項１から１３のいずれか一項に記載の超音波診断装置
において、
　前記複数の画像パラメーターの１つは、オフセットＴＧＣであり、
　前記制御部は、前記画像処理部により、前記入力された深度のオフセットＴＧＣのゲイ
ンと通常のＴＧＣのゲインとの加算値を前記入力された深度に対応する超音波画像データ
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に与える。
【００２３】
　請求項１５に記載の発明は、請求項１から１４のいずれか一項に記載の超音波診断装置
において、
　前記複数の画像パラメーターの１つは、オフセットゲインであり、
　前記制御部は、前記画像処理部により、前記入力された深度のオフセットゲインと通常
操作によるゲインとの加算値を前記入力された深度に対応する超音波画像データに与える
。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、煩雑な操作なく、複数の画像パラメーターに応じた良好な超音波画像
データを容易に得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施の形態の超音波診断装置の外観図である。
【図２】超音波診断装置の機能構成を示すブロック図である。
【図３】画像パラメーターセット群の一例を示す図である。
【図４】画像パラメーターセット作成処理を示すフローチャートである。
【図５】画像パラメーターセット作成画面を示す図である。
【図６】画像パラメーターコピーウィンドウを示す図である。
【図７】全浅コピー及び全深コピーをした画像パラメーターセットを示す図である。
【図８】一段浅いコピー及び一段深いコピーをした画像パラメーターセットを示す図であ
る。
【図９】保存ダイヤログを示す図である。
【図１０】画像パラメーターセット使用処理を示すフローチャートである。
【図１１】画像パラメーターセット変更処理を示すフローチャートである。
【図１２】（ａ）は、第１の画像パラメーターセットの深度２［ｃｍ］のＢモード画像を
示す図である。（ｂ）は、第１の画像パラメーターセットの深度４［ｃｍ］のＢモード画
像を示す図である。（ｃ）は、第１の画像パラメーターセットの深度７［ｃｍ］のＢモー
ド画像を示す図である。
【図１３】（ａ）は、第１の画像パラメーターセットの深度３［ｃｍ］のＢモード画像を
示す図である。（ｂ）は、第１の画像パラメーターセットの観察部位を変更した深度３［
ｃｍ］のＢモード画像を示す図である。（ｃ）は、第２の画像パラメーターセットの深度
３［ｃｍ］のＢモード画像を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　添付図面を参照して、本発明に係る実施の形態を詳細に説明する。なお、本発明は、図
示例に限定されるものではない。
【００２７】
　図１～図１３を参照して、本実施の形態を説明する。先ず、図１及び図２を参照して、
本実施の形態の装置構成を説明する。図１は、本実施の形態の超音波診断装置１の外観図
である。図２は、超音波診断装置１の機能構成を示すブロック図である。
【００２８】
　図１及び図２に示すように、本実施の形態の超音波診断装置１は、超音波診断装置本体
１ａと、超音波探触子１ｂと、を備える。超音波探触子１ｂは、図示しない生体などの被
検体に対して超音波（送信超音波）を送信するとともに、この被検体で反射した超音波の
反射波（反射超音波）を受信する。超音波診断装置本体１ａは、ケーブル１ｃを介して、
超音波探触子１ｂと接続され、超音波探触子１ｂに電気信号の駆動信号を送信することに
よって超音波探触子１ｂに被検体に対して送信超音波を送信させるとともに、超音波探触
子１ｂにて受信した被検体内からの反射超音波に応じて超音波探触子１ｂで生成された電
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気信号である受信信号に基づいて被検体内の内部状態を超音波画像として画像化する。
【００２９】
　超音波探触子１ｂは、圧電素子からなる振動子を備えており、この振動子は、例えば、
方位方向に一次元アレイ状に複数配列されている。本実施の形態では、例えば、１９２個
の振動子を備えた超音波探触子１ｂを用いている。なお、振動子は、二次元アレイ状に配
列されたものであってもよい。また、振動子の個数は、任意に設定することができる。ま
た、本実施の形態では、超音波探触子１ｂについて、リニア走査方式の電子スキャンプロ
ーブを採用したが、電子走査方式あるいは機械走査方式の何れを採用してもよく、また、
リニア走査方式、セクター走査方式あるいはコンベックス走査方式の何れの方式を採用で
き、超音波探触子１ｂを異なる種類のものに交換することもできる。
【００３０】
　図２に示すように、超音波診断装置本体１ａは、例えば、操作部としての操作入力部１
０１と、送信部１０２と、受信部１０３と、画像生成部１０４と、画像処理部１０５と、
ＤＳＣ（Digital Scan Converter）１０６と、表示部１０７と、制御部１０８と、記憶部
１０９と、を備える。
【００３１】
　操作入力部１０１は、例えば、操作者（医師、技師など）からの診断開始を指示するコ
マンドや被検体の個人情報などのデータの入力などを行うための各種スイッチ、ボタン、
ダイヤル、トラックボール、マウス、キーボードなどを備えており、操作信号を制御部１
０８に出力する。さらに、操作入力部１０１は、表示部１０７の表示画面上に設けられる
タッチパネルを含む構成とする。
【００３２】
　送信部１０２は、制御部１０８の制御に従って、超音波探触子１ｂにケーブル１ｃを介
して電気信号である駆動信号を供給して超音波探触子１ｂに送信超音波を発生させる回路
である。また、送信部１０２は、例えば、クロック発生回路、遅延回路、パルス発生回路
を備えている。クロック発生回路は、駆動信号の送信タイミングや送信周波数を決定する
クロック信号を発生させる回路である。遅延回路は、駆動信号の送信タイミングを振動子
毎に対応した個別経路毎に遅延時間を設定し、設定された遅延時間だけ駆動信号の送信を
遅延させて送信超音波によって構成される送信ビームの集束を行うための回路である。パ
ルス発生回路は、所定の周期で駆動信号としてのパルス信号を発生させるための回路であ
る。上述のように構成された送信部１０２は、例えば、超音波探触子１ｂに配列された複
数（例えば、１９２個）の振動子のうちの連続する一部（例えば、６４個）を駆動して送
信超音波を発生させる。そして、送信部１０２は、送信超音波を発生させる毎に駆動する
振動子を方位方向にずらすことで走査（スキャン）を行う。
【００３３】
　受信部１０３は、制御部１０８の制御に従って、超音波探触子１ｂからケーブル１ｃを
介して電気信号である受信信号を受信する回路である。受信部１０３は、例えば、増幅器
、Ａ／Ｄ変換回路、整相加算回路を備えている。増幅器は、受信信号を、振動子毎に対応
した個別経路毎に、予め設定された増幅率で増幅させるための回路である。Ａ／Ｄ変換回
路は、増幅された受信信号をＡ／Ｄ変換するための回路である。整相加算回路は、Ａ／Ｄ
変換された受信信号に対して、振動子毎に対応した個別経路毎に遅延時間を与えて時相を
整え、これらを加算（整相加算）して音線データを生成するための回路である。
【００３４】
　画像生成部１０４は、制御部１０８の制御に従って、受信部１０３からの音線データに
対して包絡線検波処理やログ圧縮などを実施し、ダイナミックレンジやゲインの調整を行
って輝度変換することにより、Ｂモード画像データを生成する。すなわち、Ｂモード画像
データは、受信信号の強さを輝度によって表したものである。画像生成部１０４は、Ｂモ
ードの他の画像モードの超音波画像データを生成可能な構成とする。画像生成部１０４は
、例えば、Ｂモード、Ａモード、Ｍモード、カラードプラーモード、パワードプラーモー
ド、ＣＷ（Continuous Wave：連続波）モード、エラストグラフィモードの少なくとも１
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つによる超音波画像データが生成できるものとする。
【００３５】
　画像処理部１０５は、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）などの半導体メモリ
ーによって構成された画像メモリー部１０５ａを備えている。画像処理部１０５は、制御
部１０８の制御に従って、画像生成部１０４から出力されたＢモード画像データに、各種
画像処理を施すことが可能であるとともに、当該画像処理を施された又は施されていない
Ｂモード画像データをフレーム単位で画像メモリー部１０５ａに記憶する。特に、画像処
理部１０５は、画像生成部１０４から出力されたＢモード画像データに、後述する通常操
作のＴＧＣ（Time Gain Compensation）、オフセットＴＧＣ、通常操作のゲイン、オフセ
ットゲインによるゲイン値を与える画像処理を行う。ＴＧＣとは、受信超音波の増幅度（
利得、ゲイン）を、ある間隔で距離に相当する時間に対して補正調節する機能である。フ
レーム単位での画像データを超音波画像データ又はフレーム画像データということがある
。また、画像処理部１０５は、制御部１０８の制御に従って、画像メモリー部１０５ａに
記憶されたフレーム画像データをＤＳＣ１０６に送信する。
【００３６】
　ＤＳＣ１０６は、制御部１０８の制御に従って、画像処理部１０５より受信したフレー
ム画像データを表示部１０７用の画像信号に変換し、表示部１０７に出力する。
【００３７】
　表示部１０７は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＣＲＴ（Cathode-Ray Tube）デ
ィスプレイ、有機ＥＬ（Electronic Luminescence）ディスプレイ、無機ＥＬティスプレ
イ及びプラズマディスプレイなどの表示装置が適用可能である。表示部１０７は、制御部
１０８の制御に従って、ＤＳＣ１０６から出力された画像信号に従って表示画面上に画像
の表示を行う。
【００３８】
　制御部１０８は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only M
emory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）を備え、ＲＯＭに記憶されているシステムプ
ログラムなどの各種処理プログラムを読み出してＲＡＭに展開し、展開したプログラムに
従って超音波診断装置１の各部の動作を集中制御する。ＲＯＭは、半導体などの不揮発メ
モリーなどにより構成され、超音波診断装置１に対応するシステムプログラム及び該シス
テムプログラム上で実行可能な各種処理プログラムや、ガンマテーブルなどの各種データ
などを記憶する。特に、各種プログラムは、例えば、後述する画像パラメーターセット作
成処理を実行するための画像パラメーターセット作成プログラム、画像パラメーターセッ
ト使用処理を実行するための画像パラメーターセット使用プログラム、画像パラメーター
セット変更処理を実行するための画像パラメーターセット変更プログラムなどを含むもの
とする。これらのプログラムは、コンピューターが読み取り可能なプログラムコードの形
態で格納され、ＣＰＵは、当該プログラムコードに従った動作を逐次実行する。ＲＡＭは
、ＣＰＵにより実行される各種プログラム及びこれらプログラムに係るデータを一時的に
記憶するワークエリアを形成する。
【００３９】
　記憶部１０９は、例えば、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）などの大容量記録媒体によって
構成されており、患者情報に紐づいて保存される超音波画像データ、後述する画像パラメ
ーターセット群２００、各種設定情報などを記憶する。
【００４０】
　次に、図３を参照して、記憶部１０９に記憶される画像パラメーターセット群２００の
構成を説明する。図３は、画像パラメーターセット群２００の一例を示す図である。
【００４１】
　画像パラメーターセット群２００は、複数の深度に対応する複数の画像パラメーターの
設定値を格納する表（テーブル）としての画像パラメーターセットを複数有する。図３に
示すように、画像パラメーターセット群２００は、観察部位、超音波診断などの用途別に
設けられた画像パラメーターセット２１０，２２０…を有する。
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【００４２】
　画像パラメーターセット２１０は、画像パラメーターセットの名称、タグ１、タグ２，
タグ３、維持情報を有する。名称、タグ１、タグ２，タグ３は、画像パラメーターセット
２１０の識別情報として機能する。このため、例えば、複数の画像パラメーターセットに
同じ名称を付与し、各画像パラメーターセットで異なるタグを付与する構成も可能である
。タグは、ここでは３つまで登録可能であるものとするが、この数に限定されるものでは
ない。また、画像パラメーターセットが、識別番号を有する構成としてもよい。
【００４３】
　名称は、画像パラメーターセットの名称であり、例えば、観察部位とすることができる
。タグは、例えば、画像パラメーターセットを用いる超音波診断における超音波探触子１
ｂの種類、超音波診断の分野など、操作者が自由に設定できる。名称及びタグは、画像パ
ラメーターセットのキーワード検索、タグ検索にも用いられる。
【００４４】
　維持情報は、画像パラメーターセット非選択中、又は別の画像パラメーターセットが選
択中に、変更する画像パラメーターセットが選択された場合に、直前の深度を維持するか
否かと、維持しない（変更する）場合の変更後の深度の情報である。維持情報は、例えば
、「Ｏｎ（維持する場合）」、「ｘ（[ｃｍ]、ｘ：任意の深度値（維持しない場合））」
とする。
【００４５】
　画像パラメーターセット２１０は、複数の深度（例えば、１～７[ｃｍ]（１[ｃｍ]間隔
））に対応して、Ｂモードの画像パラメーターとして、（送信）周波数、台形走査、音線
密度、ダイナミックレンジ、時間平均、画面レイアウト、オフセットＴＧＣ１～８、オフ
セットゲインなどの設定値を格納している。画像パラメーターセット２１０は、図示を省
略するが、Ｍモードなど他のモードについても、複数の深度（例えば、１～７[ｃｍ]）に
対応して、画像パラメーターの設定値を有しているものとする。
【００４６】
　（送信）周波数は、送信超音波の周波数[ＭＨｚ]である。台形走査は、リニアの超音波
探触子１ｂを用いて各振動子の音線の角度を変えることで台形のＢモード画像データを生
成する台形走査を行うか否かを示す情報である。音線密度は、超音波探触子１ｂから出射
する送信超音波の音線の密度を示す情報である。
【００４７】
　ダイナミックレンジは、１００ｄＢを超える音線データの輝度のうち生成する画像デー
タの輝度階調に割り当てるｄＢ量を示す情報である。時間平均は、ライブのＢモード画像
のうち時間的に連続する何フレームのＢモード画像（各画素値）の算術平均又は重みづけ
平均をとるかを示す量であり、ここでは強、中、弱で表すものとする。画面レイアウトは
、２画面表示にした場合に、上下表示にするか左右表示にするかを示す情報である。
【００４８】
　オフセットＴＧＣ１～８は、Ｂモード画像を深度方向に８つの領域に分け、各領域の距
離に相当する時間に対する補正値であるオフセットとして各領域に加算するゲイン値（輝
度値）［ｄＢ］を示す情報である。ここでは、例えば、通常操作によるＴＧＣと、オフセ
ットＴＧＣとの領域を同じとする。ただし、オフセットＴＧＣ、通常のＴＧＣの領域の数
は、８に限定されるものではない。操作者の入力により、表示Ｂモード画像の各領域の輝
度値を増減する通常操作のＴＧＣがなされた場合に、オフセットＴＧＣが有効であるとす
ると、通常のＴＧＣ＋オフセットＴＧＣの輝度値が、Ｂモード画像の各対応領域の各画素
値に加算される。
【００４９】
　オフセットゲインは、Ｂモード画像の全領域にオフセットとして加算するゲイン値（輝
度値）［ｄＢ］を示す情報である。操作者による通常のゲインの入力により、表示Ｂモー
ド画像の各領域の輝度値を増減する通常操作のゲイン調整がなされる場合に、オフセット
ゲインが有効であるとすると、通常のゲイン調整値＋オフセットゲインの輝度値が、Ｂモ
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ード画像の全領域の各画素値に加算される。
【００５０】
　画像パラメーターセット２１０において、画像パラメーターの台形走査の設定値は、深
度が浅い場合に、無効（Ｏｆｆ）にされ、深度が深い場合に、有効（Ｏｎ）にされている
。なお、画像パラメーターの台形走査の設定値は、深度が浅い場合に、音線の角度を小さ
くする設定値とし、深度が深い場合に、音線の角度を大きくする設定値とする構成として
もよい。
【００５１】
　また、画像パラメーターセット２１０において、画像パラメーターの音線密度の設定値
は、深度が浅い場合に、高くされ、深度が深い場合に、低くされている。また、画像パラ
メーターセット２１０において、画像パラメーターの時間平均の設定値は、深度が浅い場
合に、強くされ、深度が深い場合に、弱くされている。
【００５２】
　また、画像パラメーターセット２１０において、画像パラメーターのダイナミックレン
ジの設定値は、深度が浅い場合に、高くされ、深度が深い場合に、低くされている。また
、画像パラメーターセット２１０において、画像パラメーターの画面レイアウトの設定値
は、深度が浅い場合に、上下にされ、深度が深い場合に、左右にされている。
【００５３】
　画像パラメーターセット２１０において、深度を深くした場合に台形走査を有効にして
いる。台形走査を有効にすると、深部においては音線間隔が広がるため画質が低下する。
これを補うために、深部においては音線密度を高くしている。しかし、音線密度を高くす
るとフレームレートが低下、追従性が低下するので、深部においては時間平均を弱くして
いる。深度を深くしたこと、時間平均を弱くしたことで、ＳＮＲ（Signal-Noise Ratio：
信号雑音比）が低下するのでダイナミックレンジを下げており、これに合わせてゲイン（
オフセットＴＧＣ、オフセットゲイン）を変更している。このように、画像パラメーター
セット２１０において、複数の画像パラメーターの設定情報が互いに連携することで、良
好な超音波画像データが得られるように設定されている。
【００５４】
　画像パラメーターセット２１０のＢモードの画像パラメーターは、これらに限定される
ものではなく、送信波形、送信開口、送信フォーカス、受信周波数、画像処理、信号処理
など、他の画像パラメーターでもよい。送信波形は、例えば、駆動信号波形である。送信
開口は、超音波探触子１ｂの送信開口の振動子のチャンネル数である。送信フォーカスは
、超音波探触子１ｂの焦点距離である。受信周波数は、受信超音波（反射超音波、エコー
）の周波数［ＭＨｚ］である。画像処理は、例えば、エッジ強調、平滑化の強弱の画像処
理の情報である。信号処理は、例えば、ダイナミックフィルターの特性係数などの信号処
理の情報である。
【００５５】
　画像パラメーターセット２２０…は、画像パラメーターセット２１０と同様に、Ｂモー
ド、Ｍモードなどの複数の画像モードごとに、複数の深度に対応する複数の画像パラメー
ターの設定値を有する。
【００５６】
　特に、「音線密度」や「時間平均」などは、Ｂモードのみならず、カラードプラーモー
ド、パワードプラーモード、エラストグラフィモードでも画像パラメーターとして使用さ
れる。このため、カラードプラーモード、パワードプラーモード、エラストグラフィモー
ドでは、「音線密度」や「時間平均」などの設定情報が設定され、当該画像モードの画像
パラメーターセットに格納される。「音線密度」や「時間平均」などの画像パラメーター
は、カラードプラーモード、パワードプラーモード、エラストグラフィモードでもＢモー
ドと同様の作用と効果がある。
【００５７】
　また、Ｂモード以外の画像モードの画像パラメーターとして、カラードプラーモードで
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は「繰り返し送信数」が使用される。このため、カラードプラーモードでは「繰り返し送
信数」の設定情報が設定され、カラードプラーモードの画像パラメーターセットに格納さ
れる。具体的には、深度が浅い場合には「繰り返し送信数」の設定値を増加させることで
感度を向上させ、深度が深い場合には「繰り返し送信数」の設定値を減少させることで、
フレームレートを確保する。
【００５８】
　次に、図４～図１３を参照して、超音波診断装置１の動作を説明する。図４は、画像パ
ラメーターセット作成処理を示すフローチャートである。図５は、画像パラメーターセッ
ト作成画面３００を示す図である。図６は、画像パラメーターコピーウィンドウ４００を
示す図である。図７は、全浅コピー及び全深コピーをした画像パラメーターセット２１０
を示す図である。図８は、一段浅いコピー及び一段深いコピーをした画像パラメーターセ
ット２１０を示す図である。図９は、保存ダイヤログ５００を示す図である。図１０は、
画像パラメーターセット使用処理を示すフローチャートである。図１１は、画像パラメー
ターセット変更処理を示すフローチャートである。図１２（ａ）は、画像パラメーターセ
ット２１０の深度２［ｃｍ］のＢモード画像を示す図である。図１２（ｂ）は、画像パラ
メーターセット２１０の深度４［ｃｍ］のＢモード画像を示す図である。図１２（ｃ）は
、画像パラメーターセット２１０の深度７［ｃｍ］のＢモード画像を示す図である。図１
３（ａ）は、画像パラメーターセット２１０の深度３［ｃｍ］のＢモード画像を示す図で
ある。図１３（ｂ）は、画像パラメーターセット２１０の観察部位を変更した深度３［ｃ
ｍ］のＢモード画像を示す図である。図１３（ｃ）は、画像パラメーターセット２２０の
深度３［ｃｍ］のＢモード画像を示す図である。
【００５９】
　先ず、図４を参照して、超音波診断装置１で実行される画像パラメーターセット作成処
理を説明する。画像パラメーターセット作成処理は、ライブの超音波画像（ライブ画像）
で画像パラメーターセットの表示内容を医者などの操作者が確認しながら、画像パラメー
ターセットを新規作成又は変更して保存する処理である。予め、超音波診断装置１が設け
られた診察室に被検体としての技師などがベッドに横にされているものとする。
【００６０】
　そして、超音波診断装置１において、操作入力部１０１を介する操作者からの例えば任
意の画像モード（例えばＢモード）のライブの超音波画像（ライブ画像）を表示させるラ
イブ画像表示指示入力に応じて、制御部１０８は、送信部１０２にライブ画像表示用の駆
動信号を、被検体に当てられた超音波探触子１ｂに出力させ送信超音波を出射させ、反射
超音波（エコー）に対応する受信信号を受信部１０３で超音波探触子１ｂから受信して画
像生成部１０４で超音波画像データを生成させ、画像処理部１０５で画像処理を施し、Ｄ
ＳＣ１０６を介して、表示部１０７に被検体のライブ画像の超音波画像を表示させている
ものとする。このとき、超音波診断装置１において、後述する画像パラメーターセット使
用処理又は画像パラメーターセット変更処理の実行により、操作者から画像パラメーター
セット群２００のうちの所望の画像モードの画像パラメーターセットが選択入力され、選
択された画像パラメーターセットに応じたライブ画像が表示されてもよい。
【００６１】
　そして、超音波診断装置１において、例えば、操作入力部１０１を介して操作者から所
望の画像モード（例えばＢモード）、画像パラメーターセット作成処理の実行指示が入力
されたことをトリガとして、制御部１０８は、ＲＯＭに記憶された画像パラメーターセッ
ト作成プログラムに従い、画像パラメーターセット作成処理を実行する。
【００６２】
　図４に示すように、先ず、制御部１０８は、指示入力された所望の画像モードの画像パ
ラメーターセット作成画面を表示部１０７に表示させる（ステップＳ１１）。ステップＳ
１１では、例えば、図５に示すＢモードの画像パラメーターセット作成画面３００が表示
される。画像パラメーターセット作成画面３００は、ライブ画像表示領域３１０と、画像
パラメーター入力領域３２０と、を有する。ライブ画像表示領域３１０は、ライブ画像の
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表示領域である。画像パラメーター入力領域３２０は、複数の画像パラメーターの設定値
の入力領域である。画像パラメーター入力領域３２０は、例えば、複数の画像パラメータ
ーのそれぞれにおいて、設定値を表示する画像パラメーター値表示領域３２１と、設定値
の入力を受け付ける値入力ボタン３２２と、を有する。
【００６３】
　そして、制御部１０８は、画像パラメーターセット作成処理前の操作者入力により画像
パラメーターセットが選択中であるか否かを判別する（ステップＳ１２）。画像パラメー
ターセットが選択中でない場合（ステップＳ１２；ＮＯ）、制御部１０８は、新規画像パ
ラメーターセット作成として、操作入力部１０１を介して、新規の深度と、当該深度に応
じた所望の画像モードにおける複数の画像パラメーターの設定値と、の入力を受け付け、
入力情報（深度、画像モードの画像パラメーターの設定値）を、表示中のライブ画像に反
映する（ステップＳ１３）。例えば、画像パラメーターセット作成画面３００において、
操作入力部１０１のダイヤル入力により深度が変更され、値入力ボタン３２２がタッチ入
力されるごとに、制御部１０８は、入力された深度及び画像パラメーターに応じて、送信
部１０２、受信部１０３、画像生成部１０４、画像処理部１０５などを適宜制御して、入
力された深度及び画像パラメーターに応じたライブ画像をライブ画像表示領域３１０に表
示させる。
【００６４】
　そして、制御部１０８は、操作入力部１０１を介する操作者からの保持入力に応じて、
ステップＳ１３で入力された深度及び複数の画像パラメーターを保持する（ステップＳ１
４）。そして、操作入力部１０１を介する操作者からの他の深度の画像パラメーターの入
力があるかを判別する（ステップＳ１５）。他の深度の画像パラメーターの入力がある場
合（ステップＳ１５；ＹＥＳ）、ステップＳ１３に移行される。
【００６５】
　画像パラメーターセットが選択中である場合（ステップＳ１２；ＹＥＳ）、制御部１０
８は、画像パラメーターセット変更として、操作入力部１０１を介して、選択中の所望の
画像モードの画像パラメーターセットを記憶部１０９から読み出し、選択中の画像パラメ
ーターセットにおける変更する深度と、当該深度に応じた所望の画像モードにおける複数
の画像パラメーターの設定値と、の入力を受け付け、入力情報（深度、画像モードの画像
パラメーターの設定値）を、表示中のライブ画像に反映する（ステップＳ１６）。例えば
、画像パラメーターセット作成画面３００において、操作入力部１０１のダイヤル入力に
より深度が変更され、選択中の画像パラメーターセットの各画像パラメーターの設定値が
画像パラメーター値表示領域３２１に表示され、値入力ボタン３２２がタッチ入力される
ごとに、制御部１０８は、ステップＳ１３と同様に、入力された深度及び画像パラメータ
ーに応じたライブ画像をライブ画像表示領域３１０に表示させる。
【００６６】
　そして、制御部１０８は、操作入力部１０１を介する操作者からの保持入力に応じて、
ステップＳ１３で入力された深度及び複数の画像パラメーターを保持する（ステップＳ１
７）。そして、操作入力部１０１を介する操作者からの選択中の画像パラメーターセット
の他の深度の画像パラメーターの入力があるかを判別する（ステップＳ１８）。他の深度
の画像パラメーターの入力がある場合（ステップＳ１８；ＹＥＳ）、ステップＳ１６に移
行される。
【００６７】
　ステップＳ１６～Ｓ１８は、深度ごとに複数の画像パラメーターの設定値を入力するも
のであるが、異なる深度で複数の画像パラメーターに同じ設定値を設定する場合もある。
このため、ステップＳ１６で、図６に示す画像パラメーターコピーウィンドウ４００を表
示部１０７に表示して、異なる深度に複数の画像パラメーターの同じ設定値をコピーする
構成としてもよい。
【００６８】
　画像パラメーターコピーウィンドウ４００は、全浅コピーボタン４１０、全深コピーボ
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タン４２０、一段浅コピーボタン４３０、一段深コピーボタン４４０、保存ボタン４５０
、終了ボタン４６０、設定確認ボタン４７０を有する。
【００６９】
　全浅コピーボタン４１０は、選択中の深度の複数の画像パラメーターの設定値を、当該
選択中の深度よりも浅い全ての深度の複数の画像パラメーターの設定値へコピーする実行
入力を受け付けるボタンである。例えば、図３の画像パラメーターセット２１０において
、深度３［ｃｍ］が選択中に、全浅コピーボタン４１０がタッチ入力されると、図７に示
すように、深度３［ｃｍ］の複数の画像パラメーターの設定値が、それよりも浅い深度１
，２［ｃｍ］の複数の画像パラメーターの設定値にコピーされるよう保持される。
【００７０】
　全深コピーボタン４２０は、選択中の深度の複数の画像パラメーターの設定値を、当該
選択中の深度よりも深い全ての深度の複数の画像パラメーターの設定値へコピーする実行
入力を受け付けるボタンである。例えば、図３の画像パラメーターセット２１０において
、深度４［ｃｍ］が選択中に、全浅コピーボタン４１０がタッチ入力されると、図７に示
すように、深度４［ｃｍ］の複数の画像パラメーターの設定値が、それよりも深い深度５
，６，７［ｃｍ］の複数の画像パラメーターの設定値にコピーされるよう保持される。
【００７１】
　一段浅コピーボタン４３０は、選択中の深度よりも一段浅い深度の複数の画像パラメー
ターの設定値を、当該選択中の深度の複数の画像パラメーターの設定値へコピーする実行
入力を受け付けるボタンである。例えば、図３の画像パラメーターセット２１０において
、深度３［ｃｍ］が選択中に、一段浅コピーボタン４３０がタッチ入力されると、図８に
示すように、深度３［ｃｍ］よりも一段浅い深度２［ｃｍ］の複数の画像パラメーターの
設定値が、深度３［ｃｍ］の複数の画像パラメーターの設定値にコピーされるよう保持さ
れる。
【００７２】
　一段深コピーボタン４４０は、選択中の深度よりも一段深い深度の複数の画像パラメー
ターの設定値を、当該選択中の深度の複数の画像パラメーターの設定値へコピーする実行
入力を受け付けるボタンである。例えば、図３の画像パラメーターセット２１０において
、深度４［ｃｍ］が選択中に、一段深コピーボタン４４０がタッチ入力されると、図８に
示すように、深度４［ｃｍ］よりも一段深い深度５［ｃｍ］の複数の画像パラメーターの
設定値が、深度４［ｃｍ］の複数の画像パラメーターの設定値にコピーされるよう保持さ
れる。
【００７３】
　保存ボタン４５０は、入力した画像パラメーターセットの保存の実行入力を受け付ける
ボタンである。終了ボタン４６０は、画像パラメーターセット作成処理の終了の実行入力
を受け付けるボタンである。設定確認ボタン４７０は、ステップＳ１７で保持された画像
パラメーターを確認のため表示部１０７への表示の実行入力を受け付けるボタンである。
【００７４】
　また、ステップＳ１６において、制御部１０８が、選択中の画像パラメーターセットの
表（テーブル）を表示部１０７に表示し、表示された画像パラメーターセットの表中の画
像パラメーターの設定値の変更入力を受け付ける構成としてもよい。また、ステップＳ１
３においても同様に、表示部１０７に表示した画像パラメーターセットの表中に、操作入
力部１０１を介して操作者により画像パラメーターの設定値を入力する構成としてもよい
。
【００７５】
　図４に戻り、他の深度の画像パラメーターの入力がない場合（ステップＳ１５；ＮＯ）
又は（ステップＳ１８；ＮＯ）、制御部１０８は、操作入力部１０１を介して操作者から
保存実行が入力されたか否かを判別する（ステップＳ１９）。ステップＳ１８の後のステ
ップＳ１９では、例えば、保存ボタン４５０がタッチ入力されたか否かにより判別される
。保存実行が入力されていない場合（ステップＳ１９；ＮＯ）、画像パラメーターセット
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作成処理が終了する。
【００７６】
　保存実行が入力された場合（ステップＳ１９；ＹＥＳ）、制御部１０８は、操作入力部
１０１を介して操作者から、新規作成又は変更する画像パラメーターセットの名称、タグ
、維持情報の入力を受け付ける（ステップＳ２０）。ステップＳ２０では、例えば、図９
に示す保存ダイヤログ５００が表示され、保存ダイヤログ５００を介して入力される。保
存ダイヤログ５００は、名称入力欄５１０、タグ入力欄５３０，５４０，５５０、維持情
報入力欄５６０、ＯＫボタン５７０、キャンセルボタン５８０を有する。
【００７７】
　名称入力欄５１０は、新規作成又は変更する画像パラメーターセットの名称の入力欄で
ある。タグ入力欄５３０，５４０，５５０は、新規作成又は変更する画像パラメーターセ
ットのタグ１、タグ２、タグ３の入力欄である。維持情報入力欄５６０は、新規作成又は
変更する画像パラメーターセットを新たに選択する時に、直前の深度を維持するか否かと
、維持しない（変更する）場合の変更後の深度との入力を受け付けるラジオボタンを含む
入力欄である。ステップＳ１６を通った場合には、名称入力欄５１０、タグ入力欄５３０
，５４０，５５０、維持情報入力欄５６０には、ステップＳ１６で読み出された選択中の
画像パラメーターセットの名称、タグ１、タグ２、タグ３、維持情報が変更入力可能にデ
フォルトで表示されているものとする。
【００７８】
　ＯＫボタン５７０は、名称入力欄５１０、タグ入力欄５３０，５４０，５５０、維持情
報入力欄５６０の入力情報の保存、上書きの実行入力を受け付けるボタンである。キャン
セルボタン５８０は、名称入力欄５１０、タグ入力欄５３０，５４０，５５０、維持情報
入力欄５６０の入力（保存）のキャンセルの実行入力を受け付けるボタンである。
【００７９】
　そして、制御部１０８は、ステップＳ１４又はＳ１７で保持された複数の深度の複数の
画像パラメーターである画像パラメーターセットを、ステップＳ２０で入力された名称、
タグ１、タグ２、タグ３、維持情報に対応付けて記憶部１０９に保存し（ステップＳ２１
）、画像パラメーターセット作成処理を終了する。ステップＳ２１では、保存する画像パ
ラメーターセットが表示部１０７に表示される構成としてもよい。
【００８０】
　また、画像パラメーターセット作成処理のステップＳ１６～１８において、選択中の画
像パラメーターセットのうち、変更する画像パラメーター、維持する（変更しない）画像
パラメーターを、操作者が特定（操作入力部１０１を介して指定入力）でき、変更する画
像パラメーターの設定情報のみを入力して変更する構成としてもよい。
【００８１】
　次いで、図１０を参照して、超音波診断装置１で実行される画像パラメーターセット使
用処理を説明する。画像パラメーターセット使用処理は、画像パラメーターセット群２０
０から画像パラメーターセットを選択してライブ画像に反映させる処理である。予め、超
音波診断装置１が設けられた診察室に被検体としての患者がベッドに横にされているもの
とする。
【００８２】
　そして、画像パラメーターセット作成処理と同様に、超音波診断装置１において、操作
入力部１０１を介する操作者からの入力に応じて、入力された所望の画像モード（例えば
Ｂモード）のライブ画像が生成されて表示部１０７に表示されているものとする。
【００８３】
　そして、超音波診断装置１において、例えば、操作入力部１０１を介して操作者から上
記所望の画像モード、画像パラメーターセット使用処理の実行指示が入力されたことをト
リガとして、制御部１０８は、ＲＯＭに記憶された画像パラメーターセット使用プログラ
ムに従い、画像パラメーターセット使用処理を実行する。
【００８４】
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　図１０に示すように、先ず、制御部１０８は、操作入力部１０１を介して操作者から上
記指示入力された画像モードの画像パラメーターセットの選択入力を受け付け、画像パラ
メーターセットが選択入力されたか否かが判別される（ステップＳ３１）。ステップＳ３
１では、例えば、制御部１０８は、画像パラメーターセットの検索画面を表示部１０７に
表示し、操作入力部１０１を介して操作者から画像モード、画像パラメーターセットの名
称のキーワードやタグの入力を受け付け、入力された画像モード、キーワードやタグで記
憶部１０９の画像パラメーターセット群２００を検索し、検索結果としての画像パラメー
ターセットを表示し、操作者からの検索結果のうちの１つの画像パラメーターセットの選
択入力を受け付ける。また、ステップＳ３１において、操作入力部１０１は、複数の画像
パラメーターセットが割り当てられた物理的なキー又はタッチパネルのボタン（表示され
たボタン）を介して、１つの画像パラメーターセットの選択を受け付ける構成としてもよ
い。
【００８５】
　画像パラメーターセットが選択入力された場合（ステップＳ３１；ＹＥＳ）、制御部１
０８は、ステップＳ３１で選択入力された画像パラメーターセットを選択（設定）する（
ステップＳ３２）。ステップＳ３２の後、又は画像パラメーターセットが選択入力されて
いない場合（ステップＳ３１；ＮＯ）、制御部１０８は、操作入力部１０１を介して操作
者から深度の入力を受け付け、入力された深度に応じて、送信部１０２、受信部１０３、
画像生成部１０４、画像処理部１０５などを適宜制御して、上記指示入力された画像モー
ドの入力された深度に応じたライブ画像を表示部１０７に表示させる（ステップＳ３３）
。
【００８６】
　そして、制御部１０８は、ステップＳ３２で画像パラメーターセットが選択中（有効）
であるか否かを判別する（ステップＳ３４）。画像パラメーターセットが選択中でない場
合（ステップＳ３４；ＮＯ）、画像パラメーターセット使用処理が終了する。画像パラメ
ーターセットが選択中である場合（ステップＳ３４；ＹＥＳ）、制御部１０８は、ステッ
プＳ３３で入力された深度とステップＳ３２で選択された画像パラメーターセットとに応
じて、送信部１０２、受信部１０３、画像生成部１０４、画像処理部１０５などを適宜制
御して、上記指示入力された画像モードの入力された深度及び画像パラメーターに応じた
ライブ画像を表示部１０７に表示させ（ステップＳ３５）、画像パラメーターセット使用
処理を終了する。
【００８７】
　次いで、図１１を参照して、超音波診断装置１で実行される画像パラメーターセット変
更処理を説明する。画像パラメーターセット変更処理は、画像パラメーターセット群２０
０から選択された画像パラメーターセットを変更してライブ画像に反映させる処理である
。予め、所望の画像モードの画像パラメーターセット使用処理（又は画像パラメーターセ
ット変更処理）が実行されているものとする。
【００８８】
　そして、超音波診断装置１において、例えば、操作入力部１０１を介して操作者から上
記所望の画像モードの画像パラメーターセット変更処理の実行指示が入力されたことをト
リガとして、制御部１０８は、ＲＯＭに記憶された画像パラメーターセット変更プログラ
ムに従い、画像パラメーターセット変更処理を実行する。
【００８９】
　図１１に示すように、先ず、制御部１０８は、図１０のステップＳ３１と同様に、操作
入力部１０１を介して操作者から上記指示入力された画像モードの画像パラメーターセッ
トの選択入力を受け付け、選択入力された画像パラメーターセットを選択する（ステップ
Ｓ４１）。そして、制御部１０８は、ステップＳ４１の直前に別の画像パラメーターセッ
トが選択中であったか否かを判別する（ステップＳ４２）。別の画像パラメーターセット
が選択中であった場合（ステップＳ４２；ＹＥＳ）、制御部１０８は、選択中であった別
の画像パラメーターセットを無効化する（ステップＳ４３）。
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【００９０】
　別の画像パラメーターセットが選択中でない場合（ステップＳ４２；ＮＯ）、又はステ
ップＳ４３の実行後、制御部１０８は、ステップＳ４１で選択中の画像パラメーターセッ
トの維持情報を参照し、深度を維持するか否かを判別する（ステップＳ４４）。深度を維
持しない場合（ステップＳ４４；ＮＯ）、制御部１０８は、ステップＳ４４で参照された
維持情報の深度と選択中の画像パラメーターセットとに応じて、送信部１０２、受信部１
０３、画像生成部１０４、画像処理部１０５などを適宜制御して、上記指示入力された画
像モードの当該深度及び画像パラメーターに応じたライブ画像を表示部１０７に表示させ
（ステップＳ４５）、画像パラメーターセット変更処理を終了する。
【００９１】
　深度を維持する場合（ステップＳ４４；ＹＥＳ）、制御部１０８は、別の画像パラメー
ターセットで直前に選択されていた深度と選択中の画像パラメーターセットとに応じて、
送信部１０２、受信部１０３、画像生成部１０４、画像処理部１０５などを適宜制御して
、上記指示入力された画像モードの当該深度及び選択中の画像パラメーターに応じたライ
ブ画像を表示部１０７に表示させ（ステップＳ４６）、画像パラメーターセット変更処理
を終了する。
【００９２】
　ここで、Ｂモード画像のライブ画像が表示され、画像パラメーターセット２１０が選択
され、画像パラメーターセット２１０を使用したまま深度を変更するように、画像パラメ
ーターセット使用処理が繰り返し実行される例を説明する。１回目の画像パラメーターセ
ット使用処理において、ステップＳ３２で画像パラメーターセット２１０が選択され、ス
テップＳ３３で深度２［ｃｍ］が入力されると、例えば、ステップＳ３５で、図１２（ａ
）に示す深度２［ｃｍ］の矩形のＢモード画像が表示される。
【００９３】
　そして、２回目の画像パラメーターセット使用処理において、ステップＳ３２で選択入
力されず（同じ画像パラメーターセット２１０を使用）、ステップＳ３３で深度４［ｃｍ
］が入力されると、例えば、ステップＳ３５で、図１２（ｂ）に示す深度４［ｃｍ］の矩
形のＢモード画像が表示される。
【００９４】
　そして、３回目の画像パラメーターセット使用処理において、ステップＳ３２で選択入
力されず（同じ画像パラメーターセット２１０を使用）、ステップＳ３３で深度７［ｃｍ
］が入力されると、例えば、ステップＳ３５で、図１２（ｃ）に示す深度７［ｃｍ］の台
形のＢモード画像が表示される。
【００９５】
　また、Ｂモード画像のライブ画像が表示され、画像パラメーターセット２１０が画像パ
ラメーターセット２２０に変更され、深度を維持するように、画像パラメーターセット使
用処理及び画像パラメーターセット変更処理が実行される例を説明する。画像パラメータ
ーセット使用処理において、ステップＳ３２で画像パラメーターセット２１０が選択され
、ステップＳ３３で深度３［ｃｍ］が入力されると、例えば、ステップＳ３５で、図１３
（ａ）に示す深度３［ｃｍ］の矩形のＢモード画像が表示される。
【００９６】
　そして、例えば観察部位の変更のため、超音波探触子１ｂが移動された場合に、図１３
（ｂ）に示す深度３［ｃｍ］の矩形のＢモード画像が表示される。しかし、図１３（ｂ）
のＢモード画像は、高減衰のため、観察ができないものとする。このため、画像パラメー
ターセット変更処理が実行され、ステップＳ４１で画像パラメーターセット２２０が入力
され、ステップＳ４４で深度３［ｃｍ］が維持されると、例えば、ステップＳ４６で、図
１３（ｃ）に示す深度３［ｃｍ］の矩形のＢモード画像が表示され、観察部位に応じた減
衰のＢモード画像となる。ただし、画像パラメーターセット２２０は、変更後の観察部位
に対応し、維持情報がＯｎであるものとする。
【００９７】
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　以上、本実施の形態によれば、超音波診断装置１は、超音波を送受信する超音波探触子
１ｂに駆動信号を出力する送信部１０２と、超音波探触子１ｂから受信信号を取得する受
信部１０３と、受信信号から超音波画像データを生成する画像生成部１０４と、生成され
た超音波画像データを画像処理する画像処理部１０５と、表示する超音波画像の深度の入
力を受け付ける操作入力部１０１と、入力された深度に対応する予め設定された複数の画
像パラメーターを取得し、取得された複数の画像パラメーターに応じて、送信部１０２、
受信部１０３、画像生成部１０４及び画像処理部１０５の制御を行い、入力された深度に
対応する超音波画像データを生成させる制御部１０８と、を備える。
【００９８】
　このため、深度の変更に応じて、複数の画像パラメーターを変更でき、煩雑な操作なく
、複数の画像パラメーターに応じた良好な超音波画像データを容易に得ることができる。
【００９９】
　また、複数の画像パラメーターは、Ｂモード、Ｍモード、カラードプラーモード、パワ
ードプラーモード、ＣＷモード及びエラストグラフィモードの少なくとも１つの画像モー
ドに対応する画像パラメーターである。このため、多様な画像モードについて、深度の変
更に応じて、複数の画像パラメーターを変更できる。
【０１００】
　また、制御部１０８は、記憶部１０９に記憶された予め設定された複数の深度に対応す
る複数の画像パラメーターを有する表である画像パラメーターセット２１０，２２０…か
ら、入力された深度に対応する複数の画像パラメーターを取得する。このため、画像パラ
メーターセットにより、画像パラメーターの制御を容易にでき、深度ごとの各画像パラメ
ーターの設定値確認において一覧性を高くできる。
【０１０１】
　また、記憶部１０９は、複数種類の画像パラメーターセット２１０，２２０…（画像パ
ラメーターセット群２００）を記憶する。操作入力部１０１は、生成する超音波画像デー
タの深度の入力と複数種類の画像パラメーターセットからの１つの画像パラメーターセッ
トの選択入力とを受け付ける。制御部１０８は、選択入力された画像パラメーターセット
から入力された深度に対応する複数の画像パラメーターを取得する。このため、超音波探
触子１ｂの種類、部位、被検体などの条件に応じた最適な画像パラメーターを超音波画像
データに適用することができる。
【０１０２】
　また、操作入力部１０１は、複数の画像パラメーターセットが割り当てられた物理的な
キー又はタッチパネルのボタン（表示されたボタン）を介して、１つの画像パラメーター
セットの選択を受け付ける。このため、画像パラメーターセットの選択、切替を簡便に行
うことができる。
【０１０３】
　また、制御部１０８は、操作入力部１０１により画像パラメーターセットを変更する選
択入力がされた場合に、維持情報に応じて選択入力前の深度を維持し、選択入力前の深度
に対応する選択入力された画像パラメーターセットの複数の画像パラメーターを取得する
。このため、画像パラメーターのみの変更となり、深度が意図しない値となることによる
再設定を不要にできる。
【０１０４】
　また、操作入力部１０１は、画像パラメーターセットの深度ごとの複数の画像パラメー
ターの設定値の入力を受け付ける。制御部１０８は、入力された深度ごとの複数の画像パ
ラメーターの設定値に応じた画像パラメーターセットを記憶部１０９に記憶する。このた
め、操作者が画像パラメーターセットを自在にカスタマイズでき、操作者が好みに応じた
超音波画像データを得ることができる。
【０１０５】
　また、制御部１０８は、入力された深度の複数の画像パラメーターの設定値に応じて、
送信部１０２、受信部１０３、画像生成部１０４及び画像処理部１０５を制御して、入力
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された深度に対応する超音波画像データを生成して表示部１０７に表示させる。このため
、所望の超音波画像が得られているかを目視で確認しながら、画像パラメーターセットを
自在にカスタマイズできる。
【０１０６】
　また、複数の画像パラメーターの１つは、台形走査であり、深度が浅い場合に、台形走
査を無効にし、又は角度を小さくし、深度が深い場合に、台形走査を有効にし、又は角度
を大きくするよう設定値が画像パラメーターセットに設定されている。深度が浅い場合に
台形走査としても表示領域外となってしまい、視野拡大の効果が得られないため、台形走
査を無効又は角度を小さくして、走査線間密度を高くし画質を高めることができる。一方
、深度が深い場合には、台形走査を有効又は角度を大きくして、台形走査による拡大視野
領域を表示領域に収め、視野拡大効果を高めることができる。
【０１０７】
　また、複数の画像パラメーターの１つは、音線密度であり、深度が浅い場合に、音線密
度を高くし、深度が深い場合に、音線密度を低くするよう設定値が画像パラメーターセッ
トに設定されている。音線密度を高くすると画質が良いが、フレームレートが低下する。
音線密度を低くすると画質が低下するが、フレームレートは向上する。深度が浅いとフレ
ームレートが向上し、深いとフレームレートが低下する。このため、これらのトレードオ
フ関係の良好な解決点を得られる。
【０１０８】
　また、複数の画像パラメーターの１つは、時間平均であり、深度が浅い場合に、時間平
均を強くし、深度が深い場合に、時間平均を弱くするよう設定値が画像パラメーターセッ
トに設定されている。深度が浅いとフレームレートが向上し、追従性が向上する。深度が
深いとフレームレートが低下し、追従性が低下する。時間平均を強くすると追従性が低下
し、弱くすると追従性が向上する。このため、これらのトレードオフ関係の良好な解決点
を得られる。
【０１０９】
　また、複数の画像パラメーターの１つは、ダイナミックレンジであり、深度が浅い場合
にダイナミックレンジを高くし、深度が深い場合にダイナミックレンジを低くするよう設
定値が画像パラメーターセットに設定されている。超音波画像の浅部は、ＳＮＲが高く、
超音波画像の深部はＳＮＲが低い。このため、ＳＮＲが高い場合には、強い信号から弱い
信号まで表示させるためにダイナミックレンジを高くでき、ＳＮＲが低い場合には、弱い
信号を高輝度で表示させるためにダイナミックレンジを低くできる。
【０１１０】
　また、複数の画像パラメーターの１つは、２画面表示における画面レイアウト設定であ
り、深度が浅い場合に画面レイアウト設定を上下にし、深度が深い場合に画面レイアウト
を左右とするよう設定値が画像パラメーターセットに設定されている。深度が浅い場合に
は、超音波画像は横長であり、深度が深い場合には超音波画像は縦長である。このため、
深度が浅い場合に、横長の超音波画像向きの上下の画面レイアウトにでき、深度が深い場
合に、縦長の超音波画像向きの左右の画面レイアウトにできる。
【０１１１】
　また、複数の画像パラメーターの１つは、オフセットＴＧＣである。制御部１０８は、
画像処理部１０５により、入力された深度のオフセットＴＧＣのゲインと通常のＴＧＣの
ゲインとの加算値を、入力された深度に対応する超音波画像データに与える。このため、
通常操作のＴＧＣは従来の使い方を維持しつつ、オフセットＴＧＣにより深度方向に変化
する画像輝度不均一性を補正できる。
【０１１２】
　また、複数の画像パラメーターの１つは、オフセットゲインであり、制御部１０８は、
画像処理部１０５により、入力された深度のオフセットゲインと通常操作によるゲインと
の加算値を、入力された深度に対応する超音波画像データに与える。このため、通常操作
時のゲインは従来の使い方を維持しつつ、深度変化及び画像パラメーターセットによる輝
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度変化を抑制できる。
【０１１３】
　なお、上記実施の形態における記述は、本発明に係る好適な超音波診断装置の一例であ
り、これに限定されるものではない。
【０１１４】
　例えば、上記実施の形態では、画像パラメーターセット群２００を超音波診断装置１の
記憶部１０９に記憶する構成としたが、これに限定されるものではない。例えば、超音波
診断装置１が、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）メモリー、ＳＤ（Secure Digital）カー
ドなどの外部メディアの読み書き部を備え、画像パラメーターセット群２００を外部メデ
ィアに記憶可能な構成としてもよい。画像パラメーターセット群２００が記憶された外部
メディアは、他の超音波診断装置に接続され、画像パラメーターセット群２００が当該他
の超音波診断装置の記憶部にコピーされて使用される。
【０１１５】
　また、画像パラメーターセット群２００のうちの使用する画像パラメーターセットの非
選択時には、複数の画像パラメーターは、プリセット設定値を超音波画像に反映する構成
としてもよい。プリセットとは、Ｂモードなどの画像モード、共用画像モードごとの複数
の画像パラメーター（この場合は深度を含む）設定値、ボディマーク情報、テキスト情報
を有する情報群である。
【０１１６】
　また、所定のプリセット選択時に同時に、所定の画像パラメーターセットを有効とする
か否かを設定可能とする構成としてもよい。
【０１１７】
　また、画像パラメーターセットの表を表示する構成において、ある深度の隣深度（例え
ば１段階浅い又は深い深度）の画像パラメーターの設定値と、当該ある深度の画像パラメ
ーターの設定値とに所定閾値以上の差がある場合に、色付けなどで差異強調する構成とし
てもよい。
【０１１８】
　また、上記実施の形態では、画像パラメーターセットを表（テーブル）形式としたが、
これに限定されるものではない。画像パラメーターセットは、深度毎に画像パラメーター
の設定値を変更できればよく、深度を入力とする画像パラメーターの関数であってもよい
。さらに、同一の画像パラメーターに対する関数が複数あってもよい。
【０１１９】
　また、画像パラメーターセットは、複数の画像モードの複数の画像パラメーターの設定
値を含むものであるが、ある画像パラメーターセットから別の画像パラメーターセットを
一部コピーして作成する場合に、当該ある画像パラメーターセットの一部の画像モードの
複数の画像パラメーターの設定値を当該別の画像パラメーターセットにコピーする構成と
してもよい。
【０１２０】
　また、上記実施の形態では、深度に応じた深度以外の画像パラメーターセットの作成、
使用、変更について述べてきたが、画像パラメーターセット変更の契機となるパラメータ
ーを深度以外として上記実施の形態の内容を利用することも可能である。
【０１２１】
　また、以上の実施の形態における超音波診断装置１を構成する各部の細部構成及び細部
動作に関して本発明の趣旨を逸脱することのない範囲で適宜変更可能である。
【符号の説明】
【０１２２】
１　超音波診断装置
１ａ　超音波診断装置本体
１０１　操作入力部
１０２　送信部
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１０３　受信部
１０４　画像生成部
１０５　画像処理部
１０５ａ　画像メモリー部
１０６　ＤＳＣ
１０７　表示部
１０８　制御部
１０９　記憶部
１ｂ　超音波探触子
１ｃ　ケーブル
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